
A：マチの中心に通すテープ
B：側面ヨコに通すテープ

テープの両端は、後側の中央で重ねて始末する

後側中央

側面ヨコのテープ 始末ポイント !

３ ネットを組み立て、テープを通します
左図のようにネットを組み立て、底ヨコの残しておいた
テープをマチに通します。次に側面ヨコにテープを通します。
※テープ手芸の基礎(5-4)を参照

４ 縁編みを編みます
①段め：エコアンダリヤ（１本どり）でネットのみ拾い、細編みを１段編みます。
②段め：①段めの細編みの頭目に引き抜き編みを編みます。
③段め：裏側で糸を渡し、ネットのみを拾って引き抜き編みを編みます。
④段め：③段めの内側に引き抜き編みを編み、最後はチェーンつなぎをします。

＝糸をつける

＝細編み

＝引き抜き編み,

＝マチ重なり分◎

◎

マチ
中央

留め具用ネット

チェーンつなぎ

①編み終わりの目の糸を
　引き出し、針に通して
　編み始めの目に通す。

②図のように針を通し、
　裏側で糸の始末をする。

チェーンつなぎ

①
②

③
④

◎

※マチ２マスを重ねて
　　のマスで仮止め
（反対側も同様に止める）
余ったネットで作れる
ネット固定パーツをご紹介！

底

側面ヨコ

マチ

A
B

クラシックなショルダーバッグH167-205-205

デザイン／ハマナカ企画

この作品はレシピ5枚です（5-1）

<２０20S/S>バッグ：幅約29cm、深さ約17cm、マチ約8cm
ロマーレ（30m巻）
 　　　　　

エコアンダリヤ（40g玉巻）

・ハマナカ バイアスネット（H200-448-2）黒…1枚
・ハマナカ 留め具 角おこし（H206-054-2）銀…1組
クラフトハサミ（H420-001)、ボンド(H204-513)、メジャー、ドライバー、ペンチ
ハマナカアミアミ片かぎ針5/0号、毛糸とじ針（H250-706）6本1組

☆でき上がり寸法
☆使用糸
 　　　　　

　　　　　　　

☆副資材

☆使用針

使用量使用色
1.5巻ネイビー(Ｎｏ.109)

使用量使用色
0.6玉ブライトホワイト(Ｎｏ.187)
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22マス

4マス

留め具つけ位置
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1

平らなところは
平らに数える

ギザギザのところは
くぼみの数で数える

バイアスネットの数え方

2

3

4

5

５
マ
ス

1 ネットをカットします

（5-5）の
実物大ネットカット図参照

H167-205-205（5-2）
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２ テープをカットし、ネットに通します
テープを指定の長さ・本数にカットします。
テープ手芸の基礎 (5-4) を参照しながら、
底ヨコ→タテ①・②→ふたヨコの順に
ロマーレを1本ずつ通します。

テープカット数

タテ①
底ヨコ ロマーレ

ロマーレ
ロマーレ
ロマーレ
ロマーレ

ふたヨコ

80cm×7本
75cm×23本
60cm×4本
40cm×14本
85cm×15本側面ヨコ

タテ②

＝ 通し始め位置

本体
(外側 )

底は横から順に通します。
通すときは｢ネット1本
とばして１本拾う｣の
くり返しです。
１段ごとに通す位置を
1マス分ずらします。

通し方ポイント !

※タテ①・②はテープの端を
　約10cm残して通し始めます

※底ヨコは
　テープの端を
　約25cm残して
　通し始めます

テープの両端は
図の位置まで
テープを通して
裏側へ折り返し
ます。
2～３山重ねて
カットします。

※ふたヨコも
　同様に始末する

留め具 (おこし )
つけ位置

留め具つけ位置

タテ①・②のテープ
始末ポイント !

10ｃｍ

25ｃｍ

＝ ロマーレ

タテ②タテ② タテ①

25ｃｍ

底ヨコ

側面ヨコ

ふ
た
ヨ
コ

側面ヨコ

※ふたヨコはテープの端を
　約8cm残して
   通し始めます
　（3本目以降は省略）

H167-205-205（5-3）
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細編みを編む
（1目め）

細編みを編む
（2目め）

左にまわす左にまわす 1.2をくり返す

鎖1目

1模様
（2目）

1.細編みを
   編む

2.左に
   まわす

えびコード編み
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

＝糸を切る
＝引き抜き編み

5 持ち手を編み、本体にとじつけます。
持ち手をえびコード編みで指定の長さまで編み、続けてコード周りを引き抜き編みで編みます。
下図のようにマチを折り込み、引き抜き編みを編んで本体の形を整えます。
本体の内側に持ち手、指定位置に留め具（2つ）をつけて仕上げます。

持ち手（1本）
（えびコード編み）かぎ針5/0号

エコアンダリヤ1本どり

〈テープ手芸の基礎〉

ロマーレに表裏はありません。ネットを2～3回拾ったら、
テープをまっすぐ引きます。無理に引くとネットが切れる場合があります。
※ロマーレは進行方向以外に引くとシワがよったり、折り目がつく場合が
　ありますので、テープを通した向きにまっすぐ引きましょう。

※図はあみあみファインネットで
　通しています。

通し終わりは、5cm程度重ねて通し
ボンドを少量つけ、根元でテープをカットします。
※ボンドをつけすぎないよう注意してください。

③カットする

①ボンドをつける②テープを引く

ボンドから直接
つけにくい時は
紙などに少量出し、
つまようじ等
先の細いもので
つけましょう。

ボンドが
つけにくい
ときは ...

ふた（内側）

続けて矢印のように針を入れ
周りを引き抜き編みで編む

105（184模様）作る

〈仕上げ方〉

前側（外側）

（縁編み）

持ち手

マチ中央

(5-1)を参照し
縁編みのマチ重なり分（◎）を
中表に重ねて
引き抜き編みを4目編む

持ち手を本体の内側に
エコアンダリヤで
とじつける

マ
チ

でき上がり図

約8c
約29c

約17c

H167-205-205（5-4）
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